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                                                          ２０１０年３月１５日        

トヨタ自動車、 
２０１０年のモータースポーツ活動および支援計画を発表 

～ 参加するモータースポーツを強化 ～ 

 

トヨタ自動車（株）（以下、トヨタ）は、モータースポーツ活動をクルマの持つ｢夢｣や｢感動｣をお客様に      

もたらす大切なものと位置づけ、クルマを通じてお客様とより多くの「喜び」を分かち合うための重要な 
活動の一つとして、引き続きモータースポーツ活動を推進する。そのため、従来からの「見るモーター 
スポーツ」に加え、本年より、お客様が「参加するモータースポーツ」活動を強化推進し、より多くの 
方々が気軽にクルマの楽しさを体感いただけるよう機会の創出を図る。 
 
＜見るモータースポーツ＞ 
日本では、SUPER GTにおいて、昨年ドライバーおよびチームのダブルタイトルを獲得したGT５００クラスの  

ＬＥＸＵＳ SC４３０で、タイトルの連続獲得に挑む。またフォーミュラカーのトップカテゴリー、フォーミュラ・ 
ニッポンへの参戦では、継続してエンジンを供給し、トヨタエンジン搭載車のタイトル奪還を狙う。 

 

米国のNASCARについては、最高峰のスプリント・カップ・シリーズ、並びに昨年2年連続のマニュファクチャ   

ラーズタイトルと初のドライバータイトルを獲得したネイションワイド・シリーズにおいて、トヨタ カムリで引き

続き参戦し、シリーズチャンピオンを目指す。またキャンピング・ワールド・トラック・シリーズでは、昨年４年 

連続のマニュファクチャラーズタイトルを獲得した同シリーズに、引き続きトヨタ タンドラで参戦し、更なる

連覇を目指す。 

 

＜参加するモータースポーツ＞ 

クルマの「楽しさ」と「夢」を広げる取り組みである GAZOO Racing*１の活動として、参加型モータースポーツを

推進する。気軽に楽しめる複数のプログラムを３月末のFuji Speedway Motorsports Dream 2010 で実施し、

お客様の声を取り入れながら、より良いプログラム提供をしていくなど、多くの方々に参加できる機会を 
増やす活動を行う。 また、ニュルブルクリンク２４時間耐久レース*2への参戦は、ＬＥＸＵＳ ＬＦＡで３回目と 
なり、過酷なモータースポーツにチャレンジすることを通じて、クルマを鍛え、社員自らも参加することに 
より、いいクルマづくりのための人材育成にも活用する。 

 

上記の活動に加え、世界のトップクラスドライバーの育成を目指し、トヨタ・ヤング・ドライバーズ・プログラム

（以下 TDP）を推進する。今季活躍が期待される小林可夢偉など、本年は８名のドライバーを選出し、 

支援する。 また、環境に配慮したモータースポーツの推進と量産車両を含めたハイブリッドシステムの 

高効率化のために、モータースポーツ用ハイブリッドシステムの開発を継続する。 
 

 

*１ GAZOO Racing ： クルマの楽しさを広げる自動車ポータルサイト GAZOO.com から生まれた活動。 

トヨタ自動車（株）のマスターテストドライバーである成瀬弘を頂点とするテストドライバーがレースへの 

参戦を通じて車両開発を行うとともに、モータースポーツ活動のサポートなども行っている   
*2 正式名称：38th ADAC Zurich 24ｈ Race 2010 
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【活動および支援計画概要】 
 
１．SUPER GT 

・ 国内レースのトップカテゴリー。ＧＴ５００クラスにレクサスブランドで参戦。V８ ３．４Ｌ エンジン 

（ＲＶ８ＫＧ）搭載のＬＥＸＵＳ SC430 について、TRD を通じチーム支援を行う。 

・ また、GT３００クラスでは、V８ ３Ｌ（ＲＶ８J）を搭載するＬＥＸＵＳ IS350、Ｖ６ ３．５Ｌ（2ＧＲ）を搭載する 
トヨタ カローラアクシオが参戦する。 
 

 チーム名 
カー

No.
車両 ドライバー 備考 タイヤ

脇阪 寿一 (Juichi Wakisaka 日本)  
レクサス チーム ペトロナス トムス

（LEXUS TEAM PETRONAS TOM’S） 
１ 

LEXUS 

SC430 
アンドレ・ロッテラー  

(Andre Lotterer ドイツ) 
 

BS 

伊藤 大輔 (Daisuke Ito 日本)  
レクサス チーム ルマン エネオス 

(LEXUS TEAM LeMans ENEOS) 
６ 

LEXUS 

SC430 
ビヨン・ビルドハイム 

(Bjorn Wirdheim スウェーデン) 
 

BS 

石浦 宏明 (Hiroaki Ishiura 日本) TDPレクサス チーム クラフト 

(LEXUS TEAM KRAFT) 
35 

LEXUS 

SC430 大嶋 和也 (Kazuya Oshima 日本) TDP
BS 

立川 祐路 （Yuji Tachikawa 日本）  
レクサス チーム ゼント セルモ 

（LEXUS ＴＥＡＭ ZENT CERUMO） 
38 

LEXUS 

SC430 
リチャード・ライアン 

（Richard Lyons 北アイルランド） 
 

BS 

アンドレ・クート  

(Andre Couto ポルトガル) 
 

GT 

500 

レクサス チーム サード 

(LEXUS TEAM SARD) 
39 

LEXUS 

SC430 
平手 晃平 （Kohei Hirate 日本） TDP

DL 

織戸 学 (Manabu Orido 日本)  レーシング プロジェクト バンドウ 

(RACING PROJECT BANDOH) 
19 

LEXUS 

IS350 
片岡 龍也 (Tatsuya Kataoka 日本)  

YH 

嵯峨 宏紀 (Koki Saga 日本)  エーピーアール 

（apr） 
31 

トヨタ   

カローラ 

アクシオ 松浦 孝亮 （Kosuke Matsuura 日本）  
YH 

井口 卓人 (Takuto Iguchi 日本) TDP

GT 

300 

エーピーアール 

（apr） 
74 

トヨタ 

カローラ

アクシオ 国本 雄資 (Yuji Kunimoto 日本) TDP
MI 

   ＴＤＰ：トヨタ・ヤング・ドライバーズ・プログラム 
タイヤ＝BS：ブリヂストン／DL：ダンロップ／YH：ヨコハマ／MI：ミシュラン 

 
２．全日本選手権 フォーミュラ・ニッポン 

・ 国内フォーミュラレースのトップカテゴリー。V８ ３．４Ｌエンジン（ＲＶ８K）を５チーム８台に供給。 

・ タイヤは全車ブリヂストン製を使用する。 
 

チーム名 カーNo. ドライバー 備考 

７ ケイ・コッツォリーノ （Kei Cozzolino イタリア）  
チーム ルマン (Team LeMans) 

8 石浦 宏明 (Hiroaki Ishiura 日本） TDP ドライバー 

ケーシーエムジー (KCMG) 18 平中 克幸 （Katsuyuki Hiranaka 日本）  

19 
ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ 

（Joao Paulo de Oliveira ブラジル） 

 

チーム インパル （TEAM IMPUL） 

20 平手 晃平 （Kohei Hirate 日本） TDP ドライバー 

デリッツエフォリエ/セルモ・インギング

(DELIZIEFOLLIE/CERUMO･INGING) 
29 井口 卓人 (Takuto Iguchi 日本) TDP ドライバー 

36 アンドレ・ロッテラー （Andre Lotterer ドイツ）  ペトロナス チーム トムス 

（PETRONAS TEAM TOM'S） 37 大嶋 和也 （Kazuya Oshima 日本） TDP ドライバー 
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３．ＮＡＳＣＡＲ 

・ 米国トヨタ自動車販売(株)および TRD－USA を通じ、引き続き NASCAR のナショナルシリーズ全てに  

参戦する。 

・ タイヤは全カテゴリーグッドイヤー製。 

 

（１）ＮＡＳＣＡＲスプリント・カップ・シリーズ（ＮＡＳＣＡＲ Sprint Cup Series） 

NASCAR の最高峰カテゴリー。トヨタ カムリにて 2007 年*より参戦開始。 

（*2007 年はネクステル・カップ・シリーズ）         

チーム名 カーNo. ドライバー 

11 デニー・ハムリン （Denny Hamlin） 

18 カイル・ブッシュ （Kyle Busch） 
ジョー・ギブス・レーシング 

（Joe Gibbs Racing） 
20 ジョーイ・ロガーノ （Joey Logano） 

00 デイビッド・ロイティマン (David Reutimann)  マイケル・ウォルトリップ・レーシング 

（Michael Waltrip Racing） 56 マーティン・トゥルークス・Jr. (Martin Truex Jr.) 

JTG・ドアティ・レーシング 

（JTG-Daugherty Racing） 
47 マーコス・アンブローズ (Marcos Ambrose オーストラリア) 

82 スコット・スピード (Scott Speed)  レッドブル・レーシング 

（Red Bull Racing） 83 ブライアン・ヴィッカーズ (Brian Vickers)  

【ドライバーの国籍は、特に表記無き時は米国】   

 

 

（２）ＮＡＳＣＡＲネイションワイド・シリーズ （ＮＡＳＣＡＲ Nationwide Series） 

「スプリント・カップ」に次ぐ人気カテゴリー。トヨタ カムリにて 2007 年*より参戦開始。 

（*2007 年はブッシュ・シリーズ） 

チーム名 カーNo. ドライバー 

18 カイル・ブッシュ（Kyle Busch） 他 ジョー・ギブス・レーシング 

（Joe Gibbs Racing） 20  ジョーイ・ロガーノ(Joey Logano) 他 

10 デイビッド・ロイティマン(David Reutimann) 他 

11 ブライアン・スコット(Brian Scott) 

32 ブライアン・ヴィッカーズ(Brian Vickers) 他 

ブラウン・レーシング 

（Braun Racing） 

38 ジェイソン・リフラー (Jason Leffler) 他 

ダイアモンド・ウォルトリップレーシング 

(Diamond-Waltrip Racing) 
99 トレヴァー・バイン(Trevor Bayne) 

ジャーメイン・レーシング 

(Germain Racing) 
15 マイケル・アネット(Michael Annett) 

62 ブレンダン・ゴーアン(Brendan Gaughan) ラスティ・ウォレス・レーシング  

(Rusty Wallace Racing) 66 スティーヴ・ウォレス(Steve Wallace) 

【ドライバーの国籍は全て米国】 
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（３）ＮＡＳＣＡＲキャンピング・ワールド・トラック・シリーズ （NASCAR Camping World Truck Series） 

トヨタ タンドラにて 2004 年*より参戦を開始。 （*2008 年まではクラフツマン・トラック・シリーズ） 

 

チーム名 カーNo. ドライバー 

18 カイル・ブッシュ(Kyle Busch) 他 カイル・ブッシュ・モータースポーツ  

(Kyle Busch Motorsports) 56 テイラー・マルサム(Tayler Malsam) 

ビリー・バリュー・モータースポーツ 

(Billy Ballew Motorsports) 
51 アリック・アルミローラ(Aric Almirola) 

ジャーメイン・レーシング 

(Germain Racing) 
30 トッド・ボダイン(Todd Bodine) 

5 マイク・スキナー(Mike Skinner) ランディ・モス・モータースポーツ  

(Randy Moss Motorsports) 81 デイビッド・スター(David Starr) 

7 ジャスティン・ロフトン(Justin Lofton) レッド・ホース・レーシング  

(Red Horse Racing) 17 ティモシー・ペターズ(Timothy Peters) 

ストリンガー・モータースポーツ 

(Stringer Motorsports) 
90 ブラッド・スイート(Brad Sweet) 

【ドライバーの国籍は全て米国】 

 

 

４．参加型モータースポーツへの取り組み 

お客様とともにクルマの「楽しさ」と「夢」を広げる取り組みを行っている GAZOO Racing は、 

「クルマを持つ楽しさ」、「クルマで走る楽しさ」、「クルマを語り合う楽しさ」を活動の柱としており、 

参加型モータースポーツの推進を通じて、より多くのお客様やクルマファンに「走る楽しさ」を体感   

できる機会を提供する。 

また、GAZOO Racing 自らも、本年５月にドイツで開催されるニュルブルクリンク２４時間耐久レースに  

４回目の参加を行い、｢クルマの味づくり｣と｢モータースポーツの楽しさ｣を伝える。 

 

（１）参加型モータースポーツ体感プログラム 
お客様にモータースポーツやサーキットをもっと身近に体感していただけるよう、気軽にクルマを 

楽しめるプログラムの提供を、GAZOO Racing が推進する。 
 
以下のプログラムを、３月２８日(日) Fuji Speedway Motorsports Dream 2010 （於富士スピード 
ウェイ）で実施し、今後お客様の声を伺いながら、提供プログラム・内容の拡充を図る。 

 

【「挑む」をテーマとしたチャレンジプログラム】 

I） ハイブリッド チャレンジ 

これまでトヨタ販売店向けに実施してきた「プリウスカップ」をベースにした、ハイブリッド車による 

エコドライブコンテスト。ハイブリッドオーナーが日頃の燃費運転をサーキットで競い合い、ご家族や

友人も、基準タイム内での走行をサポートするナビゲーターとして同乗できる。  

 

II) スムーズ スラローム チャレンジ 

パイロンで設定されたコースを、よりスムーズに走るテクニックを競うプログラムで、初心者の方でも 

クルマの挙動を学びながら、クルマの運転の楽しさを体感できる。 
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【「学ぶ」をテーマとしたドライビングレッスンプログラム】 

III) ショートサーキット ドライビングレッスン 

 サーキット走行を経験することで、運転技術向上の楽しさを体感するプログラム。 

 インストラクターによる個別レッスンにより、基礎知識から、走る（アクセル操作）、曲がる（ステアリング 

 操作）、止まる（ブレ-キング操作）など一連の動作におけるスムーズな車両コントロールの習得を 

 目指す。 

 

IV） ｉＱ ＧＲＭＮ ドライビングレッスン 

 ｉＱ ＧＲＭＮのオーナーを対象に、ＧＲＭＮならではの走りの特性を理解・習得できるレッスン。 

より深く ｉＱ ＧＲＭＮの「走りの味」を楽しんでいただけるようになることを目指すとともに、     

オーナ同士が「語り合う」場としても提供する。 

 

 

（２）ニュルブルクリンク 24 時間耐久レース 

５月１３日（木）から１６日（日）までニュルブルクリンクサーキット（ドイツ、ラインラント・プファルツ州）で

開催される第３８回ニュルブルクリンク 24時間耐久レース。GAZOO Racing としては４回目、今回を含め 

うち３回は、LEXUS LFAでの参戦となる。GAZOO Racing活動の一環として、過酷なモータースポーツに

チャレンジすることを通じ、クルマを鍛えるとともに、「走りの味」のあるいいクルマづくりに向けた人材

育成にも活用する。  

  

・チーム名 ： GAZOO Ｒａｃｉｎｇ           ・参戦車両 ： ＬＥＸＵＳ ＬＦＡ 2 台 

・チーム監督： 成瀬 弘 （Hiromu Naruse） *トヨタマスターテストドライバー  

・参戦ドライバー： 
ドライバー 過去の戦歴 

木下 隆之（Takayuki Kinoshita 日本） 
・ニュルブルクリンク 24 時間レース日本人最多出場、 

日本人最高位（総合５位） 

・スーパー耐久シリーズチャンピオン（６回） 

飯田 章（Akira Iida 日本） ・2002 年 JGTC GT500 クラスチャンピオン 

・1995 年、2007 年十勝 24 時間レース総合優勝 

脇阪 寿一 (Juichi Wakisaka 日本) ・2002 年 JGTC、2006 年、2009 年 SUPER GT 

GT500 クラスチャンピオン 

アンドレ・ロッテラー (Andre Lotterer ドイツ) ・2006 年、2009 年 SUPER GT 

GT500 クラスチャンピオン 

大嶋 和也 (Kazuya Oshima 日本) ・2007 年 SUPER GT GT300 クラスチャンピオン 

・TDP ドライバー 

アーミン・ハーネ（Armin Hahne ドイツ） ・1982 年、1983 年スパ 24 時間レース優勝 

ヨッヘン・クルンバッハ（Jochen Krumbach ドイツ） ・2008 年ニュルブルクリンク 24 時間レース 総合２位 

   ・メカニック：当社社員 

 

 

（３）Netz Cup Vitz Race (ネッツカップ ヴィッツレース) 

・日常的な街乗りにも使用可能なナンバー付き車両（ヴィッツ RS TRD Racing）による 

参加型ワンメークレース。 

・全国７つのサーキットで５つの地区シリーズが開催され、各シリーズチャンピオンを争う。 

１１月には各シリーズ上位者をシード選手として、日本一を決める「グランドファイナル戦」を開催。 

・２０１０年も２００名を超える参加者が各シリーズへエントリー。 
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５．その他の活動支援 

 

（１）全日本 F3 選手権 

・フォーミュラ・ニッポンへと続く、若手中心のフォーミュラ・カテゴリー。             

トヨタはＣクラスの３チーム４台に１ＡＺ－ＦＥエンジンを供給する。 

また、2008 年よりスタートしたＮクラスにも３Ｓ－ＧＥエンジンを供給する。 

・タイヤは、全車ハンコックタイヤを使用する。 

 

＜Ｃクラス＞ 

トヨタエンジン使用チームおよびドライバーラインナップは以下のとおり。 

チーム名 カーNo. ドライバー  備考 

1 国本 雄資   （Yuji Kunimoto 日本） TDP ドライバー 
ペトロナス チーム トムス 

（PETRONAS TEAM TOM’S） 
36 

ラファエル・スズキ  
（Rafael Suzuki ﾌﾞﾗｼﾞﾙ） 

 

デンソー チーム ル ボーセ 

（DENSO Team Le Beausset） 
62 嵯峨 宏紀 (Koki Saga 日本)  

ハナシマレーシング 

（Hanashima Racing） 
5 久保田 克昭 (Katsuaki Kubota 日本)他  

＜Ｎクラス＞ 

トヨタが支援するチームおよびドライバーは以下のとおり。 

チーム名 カーNo. ドライバー  備考 

トムス スピリット 

（TOM’S SPIRIT） 
37 蒲生 尚弥 （Naoya Gamou 日本） TDP ドライバー 

 

（２）FCJ （フォーミュラチャレンジ・ジャパン） 

・５年目となるエントリークラスのフォーミュラ・カテゴリー。 

車両は、FCJ 専用独自開発車両（FC１０６）のワンメイク。本年は６大会１２戦開催。 

 

（３）その他、各種活動への支援  
 

I) 日本 

◇トヨタモータースポーツクラブ（ＴＭＳＣ）の活動を支援。  

 

II) 米国  

◇USAC(United States Auto Club) ミジェット・シリーズ、スプリント・シリーズ、シルバークラウン・ 

シリーズにエンジンを供給。 

◇TORC (The Off-Road Championship) シリーズに NASCAR をベースとしたエンジンを供給。 

◇その他 

・ＮＨＲＡ（National Hot Rod Association）ドラッグレースに参加する４チームを支援。 

・第３６回トヨタグランプリ・オブ・ロングビーチのタイトルスポンサー。 

（ロングビーチ・グランプリへのスポンサードは、１９７５年以来３６回目）  

・NASCAR スプリント・カップ・シリーズ第１６戦インフィニオンへのスポンサード。 

 

   Ⅲ) その他 

◇ダカールラリー 

 トヨタ ランドクルーザー２００で参戦するトヨタ車体（株）を支援。  

   （本年 1 月に行なわれた「ダカールラリー２０１０アルゼンチン～チリ」では市販車部門で優勝し、 

    ２００５年以降５連覇を達成） 
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６．ドライバー育成 
 
（１）カート活動支援 

優秀なヤングドライバー・カートドライバーの発掘・育成を目的に、全日本選手権などにおける

YAMAHA ワークス活動を支援。 
 

（２）FTRS (フォーミュラトヨタ・レーシングスクール) 
世界および日本のトップカテゴリーにおいて活躍できるレーシングドライバーの発掘・育成と正しい 

ドライビング教育によるモータースポーツ底辺の健全な拡大を目的に、「フォーミュラトヨタ」を使用し、

富士スピードウェイで実施。１９９５年にスタートし、基礎指導から模擬レース参加まで、２泊３日で行う

レーシングスクール。本コース受講者の中から、優秀で将来性の見込めるドライバーに対し 

オーディションが行われ、最終選抜されたドライバーに次年度のスカラシップを実施。 

      【２０１０年 FTRS 実施日程】 ８月２４日(火)～２６日(木)  
 

（３）TDP （トヨタ・ヤング・ドライバーズ・プログラム）  

世界および日本のトップカテゴリーにおいて活躍できるレーシングドライバーの育成を目的とした 

プログラム。才能ある人材を発掘し、それぞれが実力に応じてステップアップできるシステムとし、    

欧州・日本で以下のように展開。 
 
（2010年TDPドライバー一覧） 
 ドライバー カテゴリー チーム名 備考・昨年の戦績 

小林 可夢偉 

（Kamui Kobayashi 日本） 
フォーミュラ１ 

世界選手権 

BMWザウバー 

（BMW Sauber F1 Team スイス）

・GP2アジアシリーズ チャンピオン 

《２勝 日本人初タイトル》 

・GP2シリーズ《シリーズ１６位》 

・パナソニック・トヨタ・レーシング 

 サードドライバー 

・第16戦ブラジルＧＰ出場（９位） 

・第17戦アブダビＧＰ出場（６位） 

 《シリーズ 1８位》 

 

欧
州 

中嶋 一貴 

(Kazuki Nakajima 日本) 
未定 未定 

・AT&Tウィリアムズレースドライバー 

《シリーズ ２０位》 

フォーミュラ・ニッポン チーム インパル (TEAM IMPUL)
平手 晃平 

(Kohei Hirate 日本) 
SUPER GT (GT500)

レクサス チーム サード 

（LEXUS TEAM SARD） 

・フォーミュラ・ニッポン《シリーズ５位》 

・SUPER GT 500 クラス《シリーズ 14 位》

フォーミュラ・ニッポン チーム ルマン(Team LeMans) 石浦 宏明 

（Hiroaki Ishiura 日本） 
SUPER GT (GT500)

レクサス チーム クラフト 

（LEXUS TEAM KRAFT） 

・フォーミュラ・ニッポン《シリーズ６位》 

・SUPER GT 500 クラス《シリーズ９位》 

フォーミュラ・ニッポン
ペトロナス チーム トムス 

(PETRONAS TEAM TOM’S) 大嶋 和也 

(Kazuya Oshima 日本) 
SUPER GT (GT500)

レ ク サ ス  チ ー ム  ク ラ フ ト

（LEXUS TEAM KRAFT） 

・フォーミュラ・ニッポン《シリーズ９位》 

・SUPER GT 500 クラス《シリーズ９位》 

フォーミュラ・ニッポン

デリッツエフォリエ/ 

セルモ・インギング 

(DELIZIEFOLLIE/  

CERUMO・INGING）  

井口 卓人 

（Takuto Iguchi 日本） 

SUPER GT (GT300) エーピーアール(apr) 

・全日本 F3 選手権Ｃクラス 

《５勝 シリーズ２位》 

・SUPER GT 300 クラス《シリーズ 10 位》

全日本 F3 選手権 
ペトロナス チーム トムス 

(PETRONAS TEAM TOM’S) 
国本 雄資 

（Yuji Kunimoto 日本） 
SUPER GT (GT300) エーピーアール(apr) 

・全日本Ｆ３選手権Ｃクラス 

 《４勝 シリーズ３位》 

・SUPER GT 300 クラス《シリーズ 10 位》

国
内 

蒲生 尚弥 

（Naoya Gamou 日本） 
全日本F3選手権 

（Ｎクラス） 

トムス スピリット 

(TOM'S SPIRIT) 
・FCJ 《３勝 シリーズ３位》 

                                
以 上


